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２０２３年３月１日発行

千葉県立千葉東高等学校同窓会報「シャロンの花」２６号です。

今後とも同窓生の皆様のご協力をお願いします。基金の振込にご協力をお願いします。

【ゆうちょの振替口座 ００１６０-８-１４８９３２】

発行者 千葉県立千葉東高等学校同窓会 会長 山中 操

編集部 千葉県立千葉東高等学校同窓会 事務所 〒２６３－００２１ 千葉市稲毛区轟町１－１８－５２

ＴＥＬ ０４３－２５１－９２２１

＜２０２３年度総会・懇親会のお知らせ＞
日時５月２０日(土)総会 午後２時～(受付１時３０分～)

懇親会午後３時～(受付２時３０分～)
場所 三井ガーデンホテル千葉

千葉市中央区中央１丁目１１－１
TEL０４３-２２４-１１３１

※コロナ禍の為中止になる場合もあります。

ホームページで開催情報をご確認下さい。

(お問合せ・お申込みは、４月３０日までに同窓会事務局

(ＴＥＬ０４３－２５１－９２２１)
(三井ガーデンホテル千葉)

「シャロンの花」同窓会報第26号
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＜総会＞

令和４年０５月１４日に三井ガーデンホテル千

葉にて総会・懇親会が行われました。今回は役員、

学校関係者のみでの開催となりました。

内容につきましては、

１.開会の辞

２.会長挨拶

３.名誉会長挨拶

４.本年度転退職・新任の先生及び新年度幹事紹

介

５.出席教職員(卒業生の本校職員を含む)の紹介、

６.議題

(１)第１号議案 令和３年度事業報告

(２)第２号議案 令和３年度決算報告・監査報

告

(３)第３号議案 令和４年度事業計画(案)

(４)第４号議案 令和４年度事業予算(案)

７．閉会の辞

＜令和３年度事業報告＞

１.令和４年度の総会・懇親会。

２.同窓会報「シャロンの花」発行。

３．「シャロンの花奨学金」の贈呈。

＜令和４年度事業計画＞

１.総会 令和４年０５月１４日(土)

三井ガーデンホテル千葉

２.同窓会報発行・令和５年３月１日

「シャロンの花」 第２６号発行

３.同窓会・恩師対外発表会等参加支援・顕彰活

動

４.同窓会維持基金、創立１００周年祈念９０周

年記念 事業基金等募金活動

５.母校教育活動の後援、学校行事参加活動

(１)部活動(関東大会以上出場等)支援

(２)対外 発表会等参観・支援

(３)進路学習支援

(４)海外研修引率者支援

(５)卒業式、入学式、体育祭、東雲祭等行事参

列・参観等

(６)その他母校支援に該当する案件

(７)「シャロンの花奨学金」

６.支部発足支援活動

７.その他目的達成に必要な事業

８.常任理事会(原則隔月第三土曜日開催)

昨年度の事業報告・決算報告、今年度の事業計

画案・予算案が審議されいずれも承認されまし

た。

令和４年 同窓会 総会の開催
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＜令和４年懇親会＞

令和４年 懇親会

＜役員一覧＞

(乾杯) (千葉テレビ) (襷の引継ぎ) (幹事長)
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同窓会会長 山中 操

同窓会名誉会長 高梨 祐介 (学校長)

令和４年４月に着任い

たしました校長の髙梨祐

介です。同窓会の皆様に

は、日頃より本校の教育

活動に多大なる御理解と

御協力を賜り、厚く御礼

申し上げます。

私事ですが、千葉東高

校には教諭として平成２

１年、２２年の２年間ではありますが勤務し、こ

の度２度目の着任となりました。伝統ある本校の

校長として気を引き締め日々業務に取り組んでい

るところです。

さて、本校の教育活動ですが、感染症の影響は

少なからずありますが、令和４年４月からは、県

教育委員会の方針もあり、できる限り通常の教育

活動を実施していこうと教職員が一体となり取り

組んでいます。特に７月に実施した東雲祭（文化

祭）では、人数制限は設けましたが、３年ぶりに

一般公開を行いました。また、11月には修学旅行

を予定通り実施しました。今後とも、感染症対策

を講じながら、できる限り通常の教育活動を実施

していきます。

日々の授業においては、今年度の1年生から新学

習指導要領が年次進行で実施されるのに合わせて、

授業時間を４５分から５０分に変更し、週３３時

間の授業を行っています。「進学指導重点校」と

して、授業内容の更なる充実を目指し、生徒の

「知識・理解」の定着・習得はもちろんのこと、

「思考力・判断力・表現力」の育成に力を入れて

います。

部活動については、今年度の部活動加入率は１

０９％となっています。運動部では、山岳部が男

女とも全国高等学校総合体育大会登山競技に出場

し、男子は７位、女子は８位の好成績を収めまし

た。文化部では、全国高等学校総合文化祭に千葉

県代表として、文学部（文芸部門俳句）、化学部

（自然科学部門ポスター発表）が出場しました。

関東大会へは、水泳部女子（関東高等学校水泳競

技大会）、テニス部女子（関東公立高等学校テニ

ス選手権大会）が出場しました。

同窓会の皆様からは、部活動をはじめ「シャロ

ンの花の奨学金」など、本校の教育活動全般にさ

まざまな御支援を頂いております。重ねて感謝申

し上げます。ありがとうございます。

今後とも「生徒の夢をかたちに」を合言葉に、

教職員一同全力で取り組んでいきますので、引き

続きの応援をお願い申し上げます。あわせて、同

窓会のますますの御発展を御祈念申し上げており

ます。 （同窓会名誉会長 高梨 祐介）

（昭和４４年卒 同窓会会長 山中操）
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テニス部女子関東公立高校テニス選手権大会初出場

８／１２（金）・１３（土）に白子において関

東公立高校テニス選手権大会が行われました。こ

の大会は、各都県の公立高等学校テニス選手権の

上位に位置する大会として、近年設けられた大会

です。１都５県での公立高等学校テニス選手権大

会上位校１６校を４グループに分けリーグ戦を初

日に行い、翌日は同順位同士の２次トーナメント

になります。東校は今年度の公立高等学校テニス

選手権大会で強豪校である八千代高校に勝ち、準

決勝では市立松戸高校に敗れましたが、３位決定

戦 で 市 川

東 高 校 に

勝 利 し 、

創 部 以 来

初 め て ３

位となり、

こ の 大 会

進 出 を 決

め た も の

でした。

当日東校はC組となり、初日のリーグ戦の第一試

合では藤代高校（茨城）に、第二試合は宇都宮東

高校（栃木）にそれぞれ４勝１敗と勝利しました。

第三試合はお互いに１次リーグでの１位抜けを目

指して、大宮高校（埼玉）と激突しました。０勝

５敗となりましたが、各選手が最後までポイント

を奪うことをあきらめない姿勢を見せてくれまし

た。この結果、２勝１敗でC組２位となり、翌日の

２位トーナメントに進出することとなりました。

翌日の２次トーナメントのリーグ戦には、国立

高校（東京）、上尾高校（埼玉）、市川昴高校

（千葉）の４校が進出し、東校は初戦に上尾高校

との対戦になり、お互いに力を出し合いポイント

を奪う大接戦となりましたが、３勝２敗と何とか

勝利することができました。決勝では、初戦を快

勝した国立高校との対戦となりましたが、接戦を

していたダブルスが敗戦となり、０勝３敗と試合

途中での打ち切りとなりました。残り２試合はリー

ドしていただけに接戦を落としたダブルスは非常

に残念でしたが、この結果総合６位となりました。

お盆休みを返上で頑張った選手たちにとってとて

もよい経験と自信になったものと確信しておりま

す。

今回の大会に参加した選手９名をこちらで紹介

させていただきます。村上・丸尾・中尾・多田・

梁井・天木・野田・坂本・黒川です。活躍を耳に

しての祝意の横断幕作成をしてくださり、誠にあ

りがとうございました。これからも県大会ベスト

８を目標に頑張っていきます。ご声援のほどよろ

しくお願いいたします。

（令和４年 テニス部顧問 石井 豪）

水泳部

昔話になるが、私が東校に赴任した平成２４年、

体育館と校舎の間に取り壊される寸前のプールが

あった。その当時、私と同年配の東校ＯＢの教員

が「自分は現役時代水泳部に所属し、あそこで毎

日泳いでいた。」と言っていたので、昭和５０年

代はそのプールを利用し、活発に活動していたら

しい。

現在、本校にプールはなく、水泳部として校内

での活動は行っていない。地元のスイミングクラ

ブなどで練習を積んできた生徒が、年に３回の高

体連の大会に出場するために部員として登録して

いる。

今年度の部員は全部で４名。１年男子１名、２

年男子２名、２年女子１名である。２年の３名は

かなり実力があり、全員が関東大会の参加標準記

録をクリアーしている。特に、２年女子は昨年か

ら２年連続で関東大会に出場しており、今年はわ

ずか０．１７秒足りずにインターハイ出場を逃し

た。男子は千葉県の層が厚く、決勝レースに進め

ないため、残念ながら関東大会には出場できてい

ない(関東大会の出場基準は、県大会で各種目上位

１０名の決勝に進出し、決勝で標準記録を突破す

ることである)。１年の男子は２年と比べると少し

差があるが、着実にタイムを縮めており、来年に

期待したい。

（水泳部顧問 小林 中）
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化学部

本校化学部は創立間もない頃に創部され、化学的

な研究を中心に活動し全国規模の科学コンテストで

も華々しい結果を残している。日本学生科学賞では

「パラニトロアニリンによる紙の呈色の研究(1986)」

「2枚重ねた鉄板の間に生ずる縞サビの生成に関す

る研究（1987）」「簡易熱フィラメントCVD法によ

るダイヤモンド合成の研究（1988）」「納豆菌の培

養によるネバネバ成分の生産とその凝集力の研究(2

005)」「振動による粒子の凝集 〜２００Hzの謎を

探る〜(2015)」が入賞、JSEC科学技術チャレンジで

は、「振動による粒子の凝集〜“こする”に隠され

た200Hz〜(2015)」「うがい薬中の遊離ヨウ素の物

質量はなぜ変化するのか（2019）」が優秀賞を受賞

した。さらに全国総合文化祭には「振動による粒子

の凝集(2016) 」「うがい薬中の遊離ヨウ素の物質

量はなぜ変化するのか(2019)」「 マイクロ波が水

の過冷却に及ぼす影響 (2021)」「アスコルビン酸

の水溶液中での挙動(2022)」が千葉県代表として出

場している。

文化祭や学校外での催し物にも、Belousov-Zhabo

tinsky反応やルミノール反応、ヨウ素時計反応など

の実演、紫外線チェックシートや五円玉に矢を通す

作業を小学生向けにアレンジした工作実習など、毎

回工夫を凝らした実演内容で参加してきた。またAS

EANからの留学生との交流し、英語版液体窒素の演

示実験教材の開発や、各種研究の英語によるプレゼ

ンテーションを行なってきた。

令和４年度現在、部員数は3名、月・水・金・土

を中心に化学実験室で活動している。今年度は１、

２年生合同で、二酸化炭素がアスコルビン酸の分解

にどのように関わっているか、を解明するための研

究に取り組んでいる。

来年夏に鹿児島県で

開催されるかごしま

総文202 3において

「二酸化炭素がアス

コルビン酸の分解に

与える影響」という

研究テーマで発表す

ることが決まり、研

究に一段と身が入っ

ている。

文学部
文学部は、本校が千葉市立千葉高等女学校であっ

たころに活動を開始した、伝統ある部だと聞いて

おります。部員減少のため活動がなかった時代も

あったそうですが、着実に創作活動を続けてきま

した。

旧通信棟２階の北側の小部屋を部室とし、総勢

５名の部員は集まるともなく集い、活動をしてい

ます。主な活動は、部誌「カンパネラ」の発行で

す。７月に東雲祭の展示として、１１月に部誌大

会出品用として、年２回発行しています。２月に

新入生歓迎号を発行する年もあります。

例年１１月に千葉県の文芸大会が開催されます。

文芸大会には、部誌、散文、詩、短歌、俳句、の

５部門があります。各部門の最優秀賞である文芸

部会長賞を受賞すると、毎年夏に開催される全国

高等学校総合文化祭文芸部門に、千葉県の代表と

して参加することができます。

令和３年度には当時２年生だった松原菜々子さ

んが俳句部門で文芸部会

長賞を受賞し、令和４年

度に東京で開催されまし

た全国高等学校総合文化

祭（とうきょう総文）に

参加しました。当日は、

全国から集った詠み手と

ともに会場を吟行し、そ

れぞれが作った俳句を合

評しました。写真は、松

原さんが批評を述べてい

るところです。



２０２３/０３/０１ 千葉県立千葉東高等学校同窓会報 「シャロンの花」第２６号

- 7 -

写真部 千葉県高等学校総合文化祭合同写真展 最優秀校賞受賞

令和4年9月、千葉県高等学校総合文化祭合同写

真展に、県内高校75校から1246名、作品1527点の

参加がありました。本校からは1、2年生の43名が

出品し、個人の入選5名と団体賞の最優秀校賞を受

賞しました。「最優秀校賞」は参加した75校で1校

のみ受賞となる光栄な賞です。個人の入選者数の

多さとともに本校写真部では初めてのことで、今

後の活動にとても励みになります。

令和4年度、部員数は1年生から3年生まで60名と

なりました。本校に残る創立30周年から80周年ま

での記念誌を見ると、ずっと1桁の部員数で活動し

ており、平成29年度に初めて11名の2桁になり、昨

年度に30名を超え本年度へと大きく部員増に恵ま

れました。創立40周年記念誌には「写真部の活動

は全体として地味である･･･」の書き出しで、60周

年記念誌にも同じ文言で活動が紹介されています。

これを読む限り、少なくとも写真部は50年ほどの

歴史があると判断できます。50年ほど前の昭和40

年代では、カメラはまだ貴重品、扱いも難しく活

動自体が大変だっ

たと思います。そ

の頃から化学講義

室横に暗室があり、

フィルム現像や引

き延ばしまで自分

たちで行いながら

制作をしていたよ

うです。現在も同

じ暗室と化学講義

室で活動を続けて

います。機器はデ

ジタルカメラとコ

ンピュータ、プリ

ンターに置き換わ

りました。部員の多くは、一眼レフ形式のデジタ

ルカメラを携え活動しています。普段は陸上競技

大会、部活動、校内行事の写真や修学旅行文集の

表紙担当など部全体で撮影に臨んだり、個人それ

ぞれのテーマで制作に励んだりしています。写真

甲子園、合同写真展や様々なコンテストにもこの

２、３年で参加者が増え、入選も出始めています。

写真が世の中に現れてほぼ200年、その後めざま

しい発展を遂げました。その間、発展してきた技

術や写真に対する考え方は、単なる記録のためだ

けでなく写真を芸術にも昇華させ、多くの著名な

写真家が輩出しました。写真部では、文化として

の写真を学ぶため、撮影活動だけでなく、写真の

歴史や機器の特質を学ぶ勉強会を開いたり、撮影

技術の講習会を開いたりしながら、さらなる表現

を求めて活動を続けています。写真部の伝統を受

け継ぎ、次代に発展させていきたいと思います。

（写真部顧問 藤野秀夫）
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吹奏楽部

吹奏楽部は現在、部員33名（1年生：12名、2年

生21名）で、部長の長谷川 萌里さんを中心に活

動しています。通信棟3階の多目的ホールを拠点に、

教室や講義室等をお借りして、日々練習に励んで

います。

昨年度、クラリネット四重奏のアンサンブルメ

ンバー（井川 円花さん、佐藤 叶さん、藤代

真帆さん、三田 采佳さん）が千葉県代表として

東日本アンサンブルコンテストに出場する快挙を

成し遂げました。5月には節目となる50回目の定期

演奏会を行い、多くのお客様に足をお運び頂きま

した。今年度に入り、新型コロナウイルスの蔓延

により中止となっていたイベントが少しずつ再開

されてきました。東雲祭でのスクールバンド・パ

フォーマンス、ZOZOマリンスタジアムにおける野

球応援、吹奏楽コンクール出場、でい・さくさべ

での演奏、autumnコンサート開催、連合音楽会へ

の参加と、忙しくも充実した活動を送ることがで

きています。現在は、12月に行われるアンサンブ

ルコンテストに向け、混合八重奏のメンバー（畠

山 もも香さん、松本 悠沙さん、河島 杏さん、

安河内 優花さん、丹野 伶菜さん、山崎 若菜

さん、安 菜々海さん、亀岡 万里菜さん）が練

習を重ねています。年明け1月には千葉地区高等学

校音楽会への参加も控えているため、部全体で協

力しながら準備に励んでいます。第51回定期演奏

会は来年5月4日（木・祝）に千葉市民会館で開催

予定です。一人でも多くのお客様に2年生（新3年

生）の最後のステージをご覧頂き、これまで努力

を重ねてきた部員たちに温かい言葉を送って頂け

たらと、顧問一同願っております。

脈々と受け継いできた伝統は継承しつつも、新

たな挑戦と改革を行い、東高らしい演奏を目指し

て前向きな活動を目指していきます。また、日々

の活動ができることへの感謝を忘れることなく、

多くの方々から愛される吹奏楽部になれるように

努力して参りますので、皆様の応援をよろしくお

願いいたします。

（吹奏楽部顧問 阿部 真一）

【書のグループ展】
【書のグループ展】

１０月２８日より１１月２日までギャラリー古

島にて開催されました。

今回は、色紙と葉書きを共通課題とし、入口左側

にまとめて展示しました。

他に各自４～６点の出品で、漢字・かな・隷文

書と多様で幅広い作品が展示され多くの方々にご

来場いただき盛会裏に終了しました。

（同窓会理事 林 一己）

写真 上段 石井、白井、中村、

下段 林(一)、湯浅、林(秀)
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東雲祭

）
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榎本潤（ウクライナについて）
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進路指導について
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ご案内

＜編集後記＞

(編集委員)

＜同窓会からのお知らせ＞

・基金の支払の方法について【ゆうちょの振替口座 ００１６０-８-１４８９３２】

コンビニで支払いができる振込用紙をセットしました。金額は固定(４，０００円)になりますが、郵便

局でもコンビニでも同窓会への寄付金の支払いができます。同窓会の維持の為に皆様のご協力をよろし

くお願いします。固定金額以外は、郵貯の振込用紙に記入して振込をお願いします。

（同窓会活動維持基金 １口２，０００円 創立１００周年祈念９０周年記念事業基金１口 ２，０００円）

江口杯ゴルフコンペ
２０２２年９月１５日(木)千葉国際カントリーク

ラブ竹コースにおいて、昭和５１年卒業の有志に

よる江口杯ゴルフコンペが行われました。

私たちが在学中、体育(柔道)担当で私たちの学

年で担任もされていた江口憲治先生と先生が受け

持っていたクラスの仲間、さらに同窓会から澤田・

小川の両副会長にも参加をしていただき今回は１

２名で行いました。当時は１・２年が持ち上がり

で、我々江口ルームではその１・２年のクラス会

をよく行っていました。１０数年前のクラス会で

ゴルフコンペ開催の話がまとまり、基本的には年

３回(４月・９月・１１月)の開催で今回が３７回

目になります。過去には同窓会のコンペと共同開

催したこともありました。会場は茂原・市原周辺

で毎回変わります。

競技はハンデ戦で行い、女性の参加もあって多

いときは４組になることもあります。参加者は江

口杯での平均ストロークから算出したハンディキャッ

プを持ち(初参加者は新ペリで算出したネット数)、

優勝者には江口先生から寄贈された優勝カップが

授与されます。当日は好天にも恵まれ、真剣勝負

での好プレイやナイスショットも出ましたが、アッ

プダウンの激しいコースと年齢（？）による影響

からか珍プレイも多く、一日笑いに包まれ和気あ

いあいで終了しました。今回は高山善則君がネッ

ト７２の好スコアで優勝しました。高山君は優勝

者が次回幹事になるという申し合わせにより、幹

事として次回コンペの準備も行うこととなりまし

た。

新規参加者も募集中です。よろしくお願いします。

（昭和５１年卒 峰嶋信司）

創業57年


